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アルツハイマー病の発症機構と
陳皮の臨床応用
～ADの発症・進展にミエリン損傷が関与する可能性～
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アルツハイマー病の発症機構と
陳皮の臨床応用
～ADの発症・進展にミエリン損傷が関与する可能性～

工藤 千秋 先生　医療法人社団 くどうちあき脳神経外科クリニック 院長

　アルツハイマー病（ＡＤ）の発症機序として知られる可溶性Ａβオリゴマーの産生と
凝集塊の形成には、ミエリン塩基性タンパク（ＭＢＰ）が中心的な役割を担っている。
神経細胞の老化による脱髄に対し生薬“陳皮”およびその成分は、リン酸化された
ＭＢＰの発現レベルを上昇させ、ミエリンの再生を促進する。併せて構成生薬に陳皮
を含む医療用漢方エキス製剤である人参養栄湯のＡＤ患者に対する臨床的有用性
について紹介する。
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